
材料活用研究会  2026.11.30 MON

材料評価・分析技術の最前線
ナノスケール構造解析・非破壊評価が支える

品質向上とものづくりの高度化

日 時

11/30(月)
会 場

産業技術総合研究所中部センター

オープンスペース

定員

30名程度

14:10~15:40（休憩15:35~15:40）

講演 01

ラマン分光法と原子間力顕微鏡の
組み合わせによるナノスケール高感度
材料分析

板坂浩樹 氏

（国研）産業技術総合研究所

マルチマテリアル研究部門 主任研究員

AFMとラマン分光法を融合し、材料表面の形状・構造・化
学状態を数十nm以下の分解能で可視化。誘電体ナノ材料等
への応用事例も紹介します。

講演 02

DICその場観察システムを用いた
窒化ケイ素メタライズ基板の
熱ひずみ非破壊評価

NGO Minh Chu 氏 (ゴー ミィン チュウ)

（国研）産業技術総合研究所

マルチマテリアル研究部門 研究員

デジタル画像相関法(DIC)でセラミックス基板の熱ひずみを
非接触計測し、界面剥離や内部損傷をその場で可視化。窒
化ケイ素基板の評価事例を紹介します。

講演 03

原子分解能分析走査透過型電子顕微鏡
による機能性素材の微細構造解析

劉崢 氏（リウ ジョン）

（国研）産業技術総合研究所

マルチマテリアル研究部門

上級主任研究員

原子分解能分析STEMを用いた構造・組成解析技術を紹介。
機能性材料の原子分解能構造観察や元素分析の最新事例か
ら、今後の展望を解説します。

講演 04

音響データのみで異種金属の超音波接
合良否を判定できる技術の開発

古嶋亮一 氏

（国研）産業技術総合研究所

マルチマテリアル研究部門

部材接合研究グループ 研究グループ長

超音波接合時の音響データのみから異種金属接合の品質を
高精度・迅速に判定する新技術を紹介。AI解析による製造
現場への応用可能性を解説します。

参加無料

お申込み・お問合せ・アクセス

軽量化・高機能化・カーボンニュートラル対応が進むなか、品質保証や不具合原因の特
定が課題となっています。
本セミナーでは、産総研中部センターの研究者が表面分析・微細構造解析から異種材料
接合の良否判定まで、製造現場に直結する評価技術と保有設備の活用法を解説します。

講演で紹介した分析装置・評価設備を、グループに分かれ
て見学します。研究者に直接質問もでき、自社での技術活
用イメージが具体的につかめます。

産総研の研究者と参加企業が直接意見交換できる時間です。
技術課題のご相談、共同研究の可能性など、お気軽にお話
しください。

〒463-8560 名古屋市守山区桜坂四丁目205番地

■会場・アクセス■お申込み

■お問合せ

（公財）名古屋産業振興公社 研究推進部 担当：土井・中尾

TEL：052-736-5680  / MAIL：zairyo@nipc.or.jp

主催：名古屋産業振興公社・名古屋市

お申込みはこちらから

締切 11/23（月）
https://forms.gle/JiczYcvUwxWjJ3cz9

14:00~17:00
受付 13:30~

2026年に開設した
オープンスペースにて実施！

第一部 講演

第二部 研究室見学 15:40~16:40 第三部 交流会 16:40~17:00
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